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中山間地域在住高齢者におけるウォーキング行動の

変容ステージに関連する要因
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目的 中山間地域在住高齢者におけるウォーキング行動の変容ステージに関連する要因を明らかに

し，介入への示唆を得ることを目的とした。

方法 2012年 7 月，岡山県高梁市川上地域在住の60歳～74歳の高齢者全員（752人）を対象に，無

記名自記式質問紙調査を実施した。調査票は，川上地域愛育委員により配布し，郵送により回

収を行った。調査内容は，基本属性（年齢，性別，家族構成他），ウォーキング行動の変容ス

テージ（以下，ステージ），ウォーキング行動におけるセルフエフィカシー（以下，エフィカ

シー），物理的環境認知，社会的環境認知とした。分析方法は，ステージを 3 群（未実施群・

準備群・実施群）に分け，x2 検定および Kruskal-Wallis 検定，下位検定として Mann-Whitney
の U 検定を行った。その際，Bonferroni 法による多重比較補正を用い，有意水準を 5とした。

結果 回収数325人（回収率43.2）のうち，すべての項目に欠損のない164人を分析対象とした。

平均年齢66.4±4.5歳，女性91人（55.5），準備群69人（42.1），未実施群52人（31.7），

実施群43人（26.2）であった。基本属性では，性別のみ群間に有意な差が認められた。

Kruskal-Wallis 検定の結果，群間に有意な差が認められた要因は，エフィカシー，物理的環境

認知の「景観」，社会的環境認知の「アドバイス・指導」，「理解・共感」，「激励・応援」，「共

同実施」，「賞賛・評価」であった。多重比較の結果，未実施群と準備群との間で有意な差が認

められたのは，エフィカシー，「景観」，「アドバイス・指導」であった。また，準備群と実施

群との間で有意な差が認められたのは，エフィカシー，「理解・共感」であった。

結論 ステージには，性別，エフィカシー，物理的環境（景観），社会的環境（全項目）が関係し

ていた。ステージの後期への移行には，景観の整備や情報提供，家族や友人のサポートへの介

入が有効である可能性が示された。

Key words中山間地域，高齢者，ウォーキング行動の変容ステージ，物理的環境認知，社会的環

境認知，セルフエフィカシー
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 緒 言

総人口に占める65歳以上の人口が23を超え，超

高齢社会を迎えたわが国において，高齢者の心身の

健康や体力の保持増進を支援することは，国の重要

な責務であるとともに，高齢者が生き甲斐を持って

健康で活力のある生活を営むためには，定期的，継

続的な運動が不可欠である1)。

中山間地域の高齢化率は高水準で推移してきてお

り，中国・四国地方では高齢化率が30を超えてい

る2)。中山間地域とは，「中間農業地域」と「山間

農業地域」を合わせた用語で，山あいの農山村地域

を指しており，平坦地が少なく，傾斜地と林野で占

められた耕作にも不利な条件にある地域である2)。

したがって，日常的に農作業という身体活動を行っ

ているという特徴がある。加えて，公共交通手段や

運動設備等の資源に乏しいという地域背景から，運

動をすることへの認識が低いため，高齢者の運動が

推進しにくいという課題があると考える。

中国地方に位置する岡山県は人口約194万人，高

齢化率26.2（2012年10月 1 日現在）である3)。県

内の中山間地域は，27市町村中22市町村におよび，

高齢化率28.5（その他の地域19.6），面積は

5,353 km2 で県土面積の75を占めている。また，
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22市町村のうち，過疎地域自立促進特別措置法に基

づく過疎市町村は12市町村にのぼる4)。

高梁市（人口34,060人，高齢化率35.8）（2012
年10月 1 日現在)3)は，岡山県の中西部に位置し，

地勢は総じて西に高く東に低く，低地部と高原部に

至る傾斜部および高原部分とからなっている5)。ま

た，同市は過疎市町村の一つである4)。

中でも，高梁市川上地域は，2012年 4 月末現在，

人口3,237人（男性1,567人，女性1,670人），高齢化

率44.3で，岡山県および高梁市の平均をはるかに

超えている。60歳以上人口は1,718人（53.6）

（2012年11月末現在），要支援・要介護認定者率は

22.3（2011年10月 1 日現在）で，全国の平均17.2
6)，岡山県の平均19.9（2010年10月 1 日現在），

高梁市の平均21.4（2010年10月 1 日現在)7)を上回

っている。川上地域では，2008年度から市と地区組

織が協働でポピュレーションアプローチとしてウ

ォーキング事業を実施しており，60歳から90歳の人

口に対する参加率は32.4（2011年 9 月）である。

そのうち，日頃からウォーキングしている者が

57.1（対参加者）であり，残りの約 4 割にウォー

キングを定着させることが課題となっている。

身体活動や運動に関する研究の動向を概観する

と，これまでさまざまな行動科学の理論やモデルが

応用されてきた。中でも，トランスセオレティカ

ル・モデル（TTM)8)は，行動の変容ステージを中

心概念とし，過去および現在における実際の行動と

その行動に対する動機づけの準備性（レディネス）

の両方の性質を統合したモデルである。わが国の先

行研究では，変容ステージが後期になるほど実践水

準が高い9)ことが明らかとなっている。また，変容

ステージと社会的要因（ソーシャルサポートなど）

との関連10)や変容ステージと心理的要因（セルフエ

フィカシーなど）との関連10～13)などが報告されて

いる。

近年は，欧米を中心に，目的地への近接性，混合

土地利用（近隣に商店，サービスなど歩いていく目

的地が多い），道路の接続性（交差点密度が高く，

目的地まで最短距離で行くことができる），公園等

の運動場所への近接性，歩道等の歩行者インフラ，

景観等の物的環境要因に焦点を当てた研究が行われ

ている14)。たとえば，住宅密度が高い，目的地への

アクセスが良い，景観がよいことなどが身体活動に

影響していること15)や，環境的要因は，ソーシャル

サポートやセルフエフィカシーなどの個人内変数を

媒介して身体活動に影響していること16)などが明ら

かとなっている。わが国でも，環境の認知が身体活

動と関連していること10,17～19)，環境要因とセルフ

エフィカシー，ソーシャルサポートが身体活動に影

響している19,20)ことなどが報告されている。今後の

課題として指摘されていることは，変容ステージに

基づく特徴を把握し10)，ウォーキングなど，特定の

種目や活動の種類に対して19,21)どのような心理的要

因，社会的要因，環境的要因が影響を及ぼしている

のかを明らかにすること10,19)である。しかし，これ

らの研究における環境とは，施設へのアクセスや舗

道などの物的環境のことを指しており，物的環境と

人的環境の両面から検討することが必要であると考

える。中山間地域のように運動施設が少なく22)，物

的環境が整いにくい地域では，ウォーキングは実現

可能性の高い有効な運動として推奨されている。

しかしながら，ウォーキングに特化し，心理的要

因および人的環境と物的環境の両面から包括的に検

討した研究は多くない。

そこで，本研究は，中山間地域在住高齢者におけ

るウォーキング行動の変容ステージに関連する要因

を明らかにし，介入への示唆を得ることを目的とす

る。

 研 究 方 法

. 調査対象

調査対象は，岡山県高梁市川上地域在住の60歳～

74歳（2012年 7 月現在）の高齢者全員（752人）と

した。

川上地域の高齢者（60歳以上）の人口は1,718人，

男性742人（43.2），女性976人（56.8）で，60
歳から74歳は752人，男性375人（49.9），女性377
人（50.1）である（2012年 7 月現在）。

. 調査方法

2012年 7 月に，無記名自記式質問紙調査を行っ

た。川上地域愛育委員に研究の主旨を説明し，調査

票の配布を依頼し郵送による回収とした。

. 調査内容

調査の冒頭で，「ウォーキング」とは，ある程度

継続する歩行で，買い物や通勤時の歩行あるいは散

歩も含み，「定期的」とは，週 2 回以上，1 回の実

施時間20～30分以上のこと12)と定義し，次のことに

ついて尋ねた。

1) 基本属性

年齢，性別，家族構成，職業，最終学歴，経済的

ゆとりの 6 項目を設定した。経済的ゆとりは，「か

なりある」，「まあある」，「あまりない」，「全くない」

の 4 件法で尋ねた。

2) ステージ

ウォーキング行動の変容ステージ（以下，ステー

ジ）には，山脇ら12)のウォーキング行動の変容ス
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テージ尺度を参考にした。「ウォーキングをしてい

ない。またこれから先もするつもりはない。（前熟

考期）」，「ウォーキングをしていない。しかし，近

い将来（6 か月以内）に始めようと思っている（熟

考期）」，「ウォーキングをしている。しかし，定期

的ではない（準備期）」，「定期的にウォーキングを

している。しかし，始めてから 6 か月以内である

（実行期）」，「定期的にウォーキングをしている。ま

た，6 か月以上継続している（維持期）」である。

回答方法は，これら 5 項目の中で現在の自分の考え

や行動に当てはまるものを一つ選択する方法である。

3) セルフエフィカシー

山脇ら12)が作成したウォーキング行動におけるセ

ルフエフィカシー尺度（以下，エフィカシー）を使

用した。この尺度は，Marcus et al.23)が開発した運

動セルフエフィカシーを，岡11)が日本語版に翻訳

し，信頼性と妥当性を検証した尺度（4 項目）を応

用して作成されている。定期的にウォーキングする

ことに対する自己効力感を測定する項目で構成され，

30歳から49歳の対象において，内的整合性，再検査

信頼性，および構成概念妥当性が得られている。

内容は，「少し疲れているときでも，ウォーキン

グする自信がある（肉体的疲労）」，「あまり気分が

のらないときでも，ウォーキングする自信がある

（精神的ストレス）」，「忙しくて時間がないときで

も，ウォーキングする自信がある（時間のなさ）」，

「あまり天気がよくないときでも，ウォーキングす

る自信がある（悪天候）」の 4 項目である。

回答方法は，各項目について，「全く自信がない」

1 点，「あまり自信がない」2 点，「少し自信がある」

3 点，「自信がある」4 点，「かなり自信がある」5
点の 5 段階で評定し，20点満点とした。得点が高い

ほど，エフィカシーが高いことを示している。

4) 物理的環境認知

物理的環境認知には，板倉ら10)を参考に 4 項目を

設定した。「家の近所には，ウォーキングするため

の場所や施設（遊歩道，公園など）がたくさんある

（施設へのアクセス）」，「家の周りには，ウォーキン

グしやすい安全な環境（十分な街灯や舗道がある，

交通量が少ないなど）が整っている（近隣の安全

性）」，「家の近所には，景観を楽しみながらウォー

キングすることができる場所がある（景観）」，「家

の近所で，ウォーキングしている人をよく見かける

（役割モデル）」とした。

回答方法は，各項目について，自分の考えにあて

はまるものを「全くそう思わない」1 点，「あまり

そう思わない」2 点，「少しそう思う」3 点，「かな

りそう思う」4 点の 4 段階で評定した。

5) 社会的環境認知

社会的環境認知には，板倉ら24)を参考に 5 項目を

設定した。「家族や友人は，ウォーキングのやり方

について，アドバイスや指導をしてくれる（アドバ

イス・指導）」，「家族や友人は，ウォーキングに時

間を使うことを理解してくれる（理解・共感）」，

「家族や友人は，ウォーキングするように励ました

り，応援してくれる（激励・応援）」，「家族や友人

は，一緒にウォーキングをやってくれる（共同実

施）」，「家族や友人は，ウォーキングすることにつ

いて，ほめたり評価してくれる。（賞賛・評価）」と

した。

回答方法は，各項目について，自分の考えにあて

はまるものを「全くそう思わない」1 点，「あまり

そう思わない」2 点，「少しそう思う」3 点，「そう

思う」4 点，「かなりそう思う」5 点の 5 段階で評定

した。

. 分析方法

ステージは，川上地域では 4 年間のウォーキング

事業が実施されていることおよびステージの分布の

偏りを考慮し，前熟考期・熟考期を「未実施群」，

準備期を「準備群」，実行期・維持期を「実施群」

の 3 群に区分した。基本属性とステージの関係につ

いては x2 検定を行った。また，エフィカシー，物

理的環境認知および社会的環境認知においては，正

規性を確認し，正規性があるとは言い難かったため，

Kruskal-Wallis 検定を行い，ステージ間での有意差

を確認した。有意差が認められた場合は，下位検定

として Mann-Whitney の U 検定を行った。その際，

Bonferroni 法による多重比較補正を用いた。

分析には，分析ソフト IBM SPSS Statistics
ver.20.0を使用し，有意水準を 5とした。

. 倫理的配慮

高梁市および川上地域愛育委員会に依頼文書に

て，研究対象，研究目的，対象者への倫理的配慮に

ついて説明し同意を得た。また，調査対象者には依

頼文書にて，研究目的，調査は任意であり研究目的

以外ではデータを使用しないこと，無記名で個人が

特定されないこと，回収した調査票は研究終了後に

シュレッダーにて破棄すること，結果は学会等で発

表することを明記し説明した。

調査票の返信は，対象者の個人情報保護および調

査への任意性を保証するために，対象者自身が投函

する郵送法とした。調査票の返信をもって研究への

承諾とみなした。なお，本研究は岡山県立大学倫理

委員会の承認を得て実施した（2012年 5 月23日承認）。
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表 対象者の基本属性とステージ

合計
(n＝164)

ス テ ー ジ

P 値
未実施群
(n＝52)

準備群
(n＝69)

実施群
(n＝43)

年齢（歳)

6069 110(67.1) 40(36.4) 45(40.9) 25(22.7) n.s.
7074 54(32.9) 12(22.2) 24(44.4) 18(33.3)
平均年齢±SD 66.4±4.5 65.4±4.2 66.9±4.3 66.7±5.2

性別

男 73(44.5) 31(42.5) 28(38.4) 14(19.2) 

女 91(55.5) 21(23.1) 41(45.1) 29(31.9)
家族構成

独居・夫婦 71(43.3) 21(29.6) 35(49.3) 15(21.1) n.s.
子どもと同居・その他 93(56.7) 31(33.3) 34(36.6) 28(30.1)

職業

なし 73(44.5) 20(27.4) 33(45.2) 20(27.4) n.s.
あり 91(55.5) 32(35.2) 36(39.6) 23(25.3)

最終学歴

中学校・高等学校 130(79.3) 46(35.4) 52(40.0) 32(24.6) n.s.
短大・専門学校以上 34(20.7) 6(17.6) 17(50.0) 11(32.4)

経済的ゆとり

あまりない・全くない 91(55.5) 29(31.9) 38(41.8) 24(26.4) n.s.
大変ある・まあある 73(44.5) 23(31.5) 31(42.5) 19(26.0)

数値は人数（)

P＜.05, P＜.01
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 研 究 結 果

調査対象者752人に配布し，回収数は325人（回収

率43.2）であった。そのうち，すべてに欠損のな

い164人（有効回答率50.5）を分析対象とした。

. 対象者の基本属性とステージ

対象者の基本属性とステージとの関係について表

1 に示した。

対象者におけるステージの分布は，準備群が最も

多く 69人（ 42.1 ），次いで未実施群が 52 人
（31.7），実施群が43人（26.2）であった。年齢

は，60歳～69歳が多く110人（67.1）で平均年齢

66.4±4.5歳であった。性別は，女性が多く91人
（55.5），男性73人（44.5）であった。家族構成

は，「子どもと同居・その他」が93人（56.7），職

業は「あり」が91人（55.5），最終学歴は，「中学

校・高等学校卒業」が130人（79.3），経済的ゆと

りは，「あまりない・全くない」が91人（55.5）

であった。

基本属性とステージとの関係を検討したところ，

性別との影響が認められた（P＜.01）ものの，年

齢，家族構成，職業，最終学歴，経済的ゆとりの影

響は認められなかった。女性よりも，男性の方が未

実施群に属する人の割合が多い傾向がみられた。

. ステージとエフィカシー，物理的環境認知お

よび社会的環境認知との関係

ステージ別のエフィカシー，物理的環境認知，社

会的環境認知の得点を表 2 に示した。

ステージによるエフィカシー得点への影響を検討

したところ有意な差が認められた（P＜.001）。多

重比較の結果，未実施群，準備群，実施群の間で有

意な差が認められ，ステージが後期になるほどエフ

ィカシーを高く評価していた（未実施群と準備群

（P＝.005），未実施群と実施群（P＝.000），準備群

と実施群（P＝.000））。
同様に，ステージによる物理的環境認知の各項目

について得点への影響を検討したところ，「景観」

のみに有意な差が認められた（P＜.01）。多重比較

の結果，実施群と準備群は未実施群と比べて，「景

観」を高く評価していた（未実施群と準備群（P
＝.025），未実施群と実施群（P＝.007））。
他方，ステージによる社会的環境認知得点の各項

目について得点への影響を検討したところ，すべて

の項目において有意な差が認められた（「アドバイ

ス・指導」（P＜.001），「理解・共感」（P＜.001），
「激励・応援」（P＜.01），「共同実施」（P＜.001），
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表 ステージとエフィカシー，物理的環境認知および社会的環境認知との関係

ス テ ー ジ x2 値
(自由度 2)

多重比較
(Bonferroni)
(P＜.05)未実施群 準備群 実施群

エフィカシー 8.0(4.010.0) 9.0(8.011.5) 12.0(11.015.0) 49.8

未＜準

未＜実

準＜実

物理的環境認知

施設へのアクセス 2.0(1.03.0) 2.0(1.03.0) 2.0( 1.03.0) 0.5n.s.

近隣の安全性 3.0(2.03.0) 3.0(2.03.0) 3.0( 1.03.0) 0.9n.s.

景観 2.0(2.03.0) 3.0(2.04.0) 3.0( 3.04.0) 11.0
未＜準

未＜実

役割モデル 3.0(2.03.0) 3.0(2.03.0) 3.0( 2.04.0) 4.8n.s.

社会的環境認知

アドバイス・指導 1.0(1.02.0) 2.0(2.03.0) 3.0( 2.04.0) 20.8
未＜準

未＜実

理解・共感 2.5(1.04.0) 3.0(2.04.0) 4.0( 3.04.0) 22.6
未＜実

準＜実

激励・応援 2.0(1.03.0) 3.0(2.04.0) 3.0( 2.04.0) 10.8 未＜実

共同実施 2.0(1.02.0) 2.0(1.03.0) 3.0( 2.04.0) 16.6 未＜実

賞賛・評価 2.0(1.03.0) 2.0(2.03.0) 3.0( 2.04.0) 11.7 未＜実

Kruskal-Wallis 検定（下位検定として Mann-Whitney 検定を総当りで実施し，Bonferroni の多重比較補正を実施した)

数値は中央値（25タイル値75タイル値)，未（未実施群)準（準備群)実（実施群)

P＜.05, P＜.01, P＜.001
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「賞賛・評価」（P＜.01））。多重比較の結果，実施

群は未実施群と比べて，すべての項目を高く評価し

ていた（「アドバイス・指導」（P＝.000），「理解・

共感」（P＝.000），「激励・応援」（P＝.004），「共

同実施」（P＝.000），「賞賛・評価」（P＝.002））。
また，「アドバイス・指導」において，準備群が未

実施群より高く評価し（P＝.006），「理解・共感」

において，実施群が準備群より高く評価した（P
＝.015）。

 考 察

本研究は，中山間地域在住高齢者におけるウォー

キング行動の変容ステージに関連する要因を明らか

にし，介入への示唆を得ることを目的に検討した。

. 対象者の基本属性とステージ

対象者の男女比をみると，男性73人（44.5），

女性91人（55.5）であり，母数に対し女性の回答

が多く得られていた。また，対象者は，川上地域の

60歳以上の人口の約 1 割，60歳から74歳の人口の約

2 割を反映している。

対象者におけるステージの分布は，準備群が約 4
割を占め，最も多かったのに対し，40歳から64歳の

中高年者11)，60歳以上の高齢者13)，65歳以上の在宅

高齢者25)を対象とした先行研究では，準備群が約 2

割と最も少ない傾向にある。先行研究11,13,25)は運動

全般を対象としているため単純に比較はできない

が，川上地域の高齢者は，定期的ではないもののウ

ォーキングをしている人が多いことが明らかとなっ

た。また，実施群の割合についても，ウォーキング

行動に限定した調査にもかかわらず，在宅高齢者を

対象とした運動全般の先行研究25)より多かった。以

上の結果は，川上地域で行われているポピュレーシ

ョンアプローチを用いたウォーキング事業の効果を

裏付ける結果と考えられる。したがって，川上地域

の高齢者のウォーキング行動を推進するためには，

今後はポピュレーションアプローチに加え，準備群

に焦点を当てた介入を検討することが効果的である

と考えられる。

ステージに及ぼす調査対象の属性の影響について

は，わが国の代表的な疫学調査である国民栄養調

査26)において，中高年者における運動習慣者の割合

に性差（女性＜男性）が認められている。しかし，

本研究では，ウォーキング習慣者である実施群の割

合は男性よりも女性に多く，ウォーキング行動の習

慣を持たない未実施群の割合は，男性の方が多いこ

とが明らかになった。この結果は，先行研究11,13)で

も指摘されているように，ウォーキング行動を推進

する際には，性差を考慮すべきことを示唆している。
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. ステージとエフィカシー，物理的環境認知お

よび社会的環境認知との関係

ステージとエフィカシーとの関係については，先

行研究27)でも報告されているように，ステージが後

期になるほどエフィカシーを高く評価する傾向が認

められた。この傾向は，中年者11,12)，高齢者13)にお

いても確認されている。また，行動変容ステージに

おいて，前熟考期から維持期までの段階にわたって

エフィカシーのスコアは，直線的に上昇する11)こと

が報告されており，本研究結果も先行研究を支持し

た。岡27)は，運動行動変容のステージに応じて介入

を行う上で，介入の効果が最も大きいと考えられる

のは準備期の人であり，アプローチとしては，主に

エフィカシーを強化することに焦点を当てるべきで

あると指摘している。しかしながら，本研究ではエ

フィカシーを強化する要因については言及できなか

った。したがって，今後はエフィカシーに影響を及

ぼす要因を検討する必要がある。

ステージと物理的環境認知との関係については，

先行研究において景観の良さと身体活動が関連18)し

ていることや環境認知と運動行動の変容ステージと

の関係は有意な傾向が認められた10)と報告されてい

る。本研究では「景観」のみではあるが，ウォーキ

ング行動に特化しても，中山間の川上地域において

同様の傾向が認められた。ウォーキング行動を実施

している人は景観を認知している，あるいは，実施

しているため景観を認知している，といった両面が

考えられる。本研究では，「景観」とステージの因

果関係については言及できない。しかしながら，

「景観」は中山間地域の強みであることから，「景観」

に着目した介入を試みることで，ステージが後期に

移行する可能性が考えられる。

一方，「施設へのアクセス」，「近隣の安全性」，

「役割モデル」については，ステージとの関係がみ

られなかった。このことは，中山間地域の特徴，つ

まり，運動施設が少ない22)，家屋が点在しており街

灯等が整備されていない，過疎化が進行し人口密度

や住居密度が低いため歩行者をみることが少ない，

などが影響しているものと推察される。以上の結果

は，中山間地域の強みと弱みを反映した結果であ

り，物理的環境認知については，今後，さらに検討

が必要である。

ステージと社会的環境認知との関係については，

先行研究13)と同様にステージとの関係が認められ

た。未実施群から準備群への移行には，家族や友人

の「アドバイス・指導」が，また，準備群から実施

群への移行には家族や友人の「理解・共感」が関係

している可能性が示唆された。TTM モデル8)によ

ると，実行度を変容させるプロセスについては，情

報提供や援助関係の利用が必要であると示されてお

り，本研究結果はそれを裏付ける結果であると言え

る。

一方，「激励・応援」，「共同実施」，「賞賛・評価」

は，未実施群と実施群との間で関係が認められた

が，準備群との関係は認められなかった。準備群は

ウォーキングが定期的に行われていないことや頻度

が少ないことにより，「激励・応援」や「賞賛・評

価」，「共同実施」が得られにくいことが影響してい

るのではないかと推察される。しかし，準備群にお

いての適切なアプローチとして，目標を達成した際

には賞賛と激励をする27)ことが指摘されていること

から，準備群に対する介入方法の一つとして，周囲

の人へ提案することも有効かもしれない。

また，先行研究19)で，サポートは，エフィカシー

を媒介して運動ステージに影響することが報告され

ている。本研究では，ステージとエフィカシーおよ

び社会的環境認知の全項目が有意に関係しているこ

とから，社会的環境認知はエフィカシーに影響する

要因であることが推察される。したがって，今後は

社会的環境認知とエフィカシーとの関係について検

討が必要である。

さらに，本研究では検討することができなかった

が，未実施群から準備群への移行には自己の再評価

が，準備群から実施群への移行にはコミットメント

が有効であることが指摘されている28)ことから，今

後は，自己の再評価やコミットメントに関連する要

因も検討していくことが必要であろう。

以上のことから，中山間地域在住高齢者における

ウォーキング行動の変容ステージには，性別，エフ

ィカシー，物理的環境認知の「景観」，社会的環境

認知の全項目が関係していた。準備群へのアプロー

チとして，家族や友人からの理解や共感を促すこと

で，ウォーキングへのエフィカシーを高め，実施群

への移行へとつながる可能性が示唆された。また，

未実施群へのアプローチとして，景観の整備や情報

提供をし，ウォーキングのアドバイスや指導など情

報を提供してもらうことで，ウォーキングのエフィ

カシーを高め，準備群への移行へとつながる可能性

が示唆された。

. 本研究の限界と今後の課題

本研究の限界として，第一に，回収率が43.2と

少なく，さらに回答への記入漏れも多かったため分

析対象者が少なかったことが挙げられる。また，調

査内容がウォーキング行動に関するものであり，ウ

ォーキングをしていないまたは興味のない人は最初

から回答しない可能性も否定できない。今後は，高
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齢者の理解しやすい質問項目や調査方法の検討を行

い，回収率を高める工夫が必要である。

第二に，本研究結果では，性別において群間に有

意な差が認められた。先行研究13,19)でも，身体活動

と心理的要因に影響を及ぼす要因には顕著な性差が

認められていることから，今後は男女別の検討を行

う必要がある。

第三に，川上地域の高齢者におけるウォーキング

行動の変容ステージの未実施群と準備群，準備群と

実施群のどちらにもエフィカシーが関連していた。

ステージの後期への移行に関して重要な要因である

ことは明確であるにもかかわらず，本研究において

言及することができなった。今後は，エフィカシー

に関連する要因を検討することが必要である。

最後に，本研究では，川上地域の高齢者における

ウォーキング行動の変容ステージに関連する要因を

明らかにすることで，介入への示唆を得ることがで

きた。今後は，この研究結果を手掛かりに，介入す

ることが課題である。

 結 語

中山間地域在住高齢者におけるウォーキング行動

変容のステージに関連する要因を検討した結果，性

別，エフィカシー，物理的環境（景観），社会的環

境（全項目）が関係していた。未実施群と準備群で

はエフィカシー，「景観」，「アドバイス・指導」に，

準備群と実施群では，エフィカシー，「理解・共感」

に群間で有意な差が認められた。ステージの後期へ

の移行には，景観の整備や情報提供，家族や友人の

サポートへの介入が有効である可能性が示唆された。

調査にご協力いただきました川上地域住民の皆様およ

び高梁市・川上地域愛育委員の皆様に感謝申し上げます。

なお，本研究は，岡山県立大学大学院保健福祉学研究

科に提出した修士論文を一部加筆修正したものである。

（
受付 2013. 5. 2
採用 2014. 1.27)
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Factors relating to stages of change in walking exercise behavior among
older adults living in a hilly, mountainous area

Kiyomi OTA, Kazue NINOMIYA2and Junko SAKANO2

Key wordsa hilly, mountainous area; older adults; stages of change in walking exercise behavior; perceived
physical environment; perceived social environment; self-e‹cacy

Objectives We sought to identify factors relating to stages of change in walking exercise behavior among ol-
der adults living in a hilly, mountainous area in search of eŠective interventions to aid transitions.

Methods An anonymous self-administered questionnaire survey was conducted with all older adults aged
between 60 and 74 years (n＝752) living in Takahashi City in the district of Kawakami, Okayama
Prefecture. Questionnaires were distributed by local volunteer staŠ to 752 older adults, who com-
pleted and mailed the questionnaires to the principal investigator. Data on participants' demograph-
ic characteristics (gender, age, family structure, etc.), stages of change in walking exercise behav-
ior, self-e‹cacy, perceived physical environment, and perceived social environment were collected
through the survey. The participants were divided into non-walking, preparation, and walking sub-
groups. The x2, Kruskal-Wallis, Mann-Whitney U, and Bonferroni's multiple comparison tests
were performed. Signiˆcance was set at 0.05.

Results Of 325 returned questionnaires (response rate, 43.2), 164 completed questionnaires were ana-
lyzed. Females were signiˆcantly more likely to be physically active than were males. The prepara-
tion group had the largest number of participants (n＝69, 42.1), while the walking group had the
smallest (n＝43, 26.2). The Kruskal-Wallis test revealed diŠerences between stages of change in
walking exercise behavior in terms of self-e‹cacy, perceived physical environment (landscape), and
perceived social environment (all items). Multiple comparisons revealed that there were signiˆcant
diŠerences between the non-walking and preparation groups in self-e‹cacy, landscape, and advice/

guidelines, while there were signiˆcant diŠerences between the preparation and walking groups in
self-e‹cacy and understanding/empathy.

Conclusion Moving through the stages of change in walking exercise behavior was associated with gender,
self-e‹cacy, the physical environment (landscape), and all components of the social environment.
These ˆndings suggest that in order to help older adults transition successfully through these stages
of change, it is necessary to implement individualized interventions with due regard to landscape
preservation, social environment, and self-e‹cacy, as well as participants' current stage of change.

Health Promotion Division, Department of Health Welfare, Takahashi city o‹ce
2Faculty of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University


